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１．事業の概要

起点 ：横芝光町芝崎

終点 ：匝瑳市横須賀

延長 ： Ｌ=5.0㎞

幅員 ： W=9.5m（2車線）

道路規格 ： 第3種第2級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ：100.6億円

よこしばひかりまち しばさき

そうさし よこすか

銚子連絡道路の位置

匝瑳市

飯岡バイパス 八木拡幅

L=5.7kmL=約6km
旭市

銚子市

対象範囲

事業箇所

総合病院国保旭中央病院
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計画横断図

供用区間 整備区間 調査区間

地域高規格道路 銚子連絡道※

計画路線 約30km

L=6km L=5km L=13km

旭市道 供用済

L=約1km

計画区間

L=16ｋm

対 象 範 囲
高 速 道 路
国 道
主 要 地 方 道

凡例〈道路種別〉

横芝光町

山武市

松尾横芝IC
横芝光IC

（一期） （二期）

※：事業名は山武東総道路

側道 側道



２．事業の状況
二期区間 事業進捗状況

昭和63年 6月 山武･東総地域広域幹線道路網整備促進期成同盟会設立

平成 6年12月 松尾町～銚子市、計画区間に指定 （約30km)

平成12年12月 光町～旭市、調査区間に指定 （約17km)

平成16年 3月 光町～八日市場市、整備区間に指定 （約 5km)

平成19年11月 横芝光町～匝瑳市、事業化 （約 5km)

現在

用地買収、道路改良工を実施中
・事業進捗率 29％ （平成28年度末見込み）

・用地進捗率 53％ （平成28年度末見込み）
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・用地進捗率 53％ （平成28年度末見込み）



一期(松尾横芝～横芝光) 二期(横芝光～匝瑳)(事業中) 三期(匝瑳～旭)(調査中)

◆国道126号の渋滞損失時間（一期～三期区間）・交通量

（１）交通の円滑化
・ 現 道 の 国 道 1 2 6 号 の う ち 、 二 期 ・ 三 期 並 行 区 間 の 混 雑 度 は 1 . 2 5 を 超 過 。

交 通 容 量 が 不 足 し 、 交 通 混 雑 が 発 生 。
・ 二 期 並 行 区 間 で は 、 飯 倉 交 差 点 、 横 芝 光 I C 入 口 交 差 点 等 で 混 雑 が 発 生 。

３．事業の必要性

凡例
（千人・時間/年）

50以下
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150以上
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出典：Hondaインターナビフローティングカー統計データ
（平成26年11月～平成27年10月、平日のみ、上下方向）
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10,203 9,850 10,710 10,623 12,277

11,427
15,722

12,608
14,565

17,311

交通量（台/12h）

交通容量（台/12h)

混雑度
1.25以上
1.00～1.25

出典： H22道路交通センサス（交通量、混雑度）※交通容量はH22道路交通センサスから算出
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混雑が発生



（２）安全性の向上
・ 現 道 の 国 道 1 2 6 号 は 、 飯 倉 交 差 点 、 国 道 2 9 6 号 入 口 交 差 点 等 に お い て 、

死 傷 事 故 率 が 高 い 。
・ 渋 滞 が 発 生 要 因 の 一 つ の 追 突 事 故 が 多 発 （ 県 内 平 均 の 約 1 . 5 倍 ）

３．事業の必要性

◆国道126号の死傷事故率（一期～三期区間）

旭市

一期(松尾横芝～横芝光) 二期(横芝光～匝瑳)(事業中) 三期(匝瑳～旭)(調査中)
死傷事故率

0～50件/億台km

50～100件/億台km

100～件/億台km
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◆事故類型
＜二期並行区間＞ ＜千葉県内の国道平均＞

匝瑳市
横芝光町

山武市
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通行中

横断中

その他

正面衝突

追突

出会い頭

右折

左折

その他

工作物衝突

路外逸脱

転倒

その他

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

出典：ITARDAデータ（H22～H25)

出典：ITARDAデータ（H22～H25)

【死傷事故率とは】

・１台の車が一定距離走行する間に

事故に遭う確率を指す。

・死傷事故率（件/億台キロ）

＝年間死傷事故件数

／走行台キロ（走行距離×年間交通量）

追突事故が
約７割

県平均の
約１．５倍



一期(松尾横芝～横芝光) 二期(横芝光～匝瑳)(事業中) 三期(匝瑳～旭)(調査中)

４．整備効果

（１）交通の円滑化・安全性の向上
・ 銚 子 連 絡 道 路 へ 交 通 が 転 換 し 、 現 道 の 国 道 1 2 6 号 の 交 通 混 雑 が 緩 和 。
・ 渋 滞 に 起 因 す る 追 突 事 故 が 減 少 し 、 安 全 性 が 向 上 。

出典：Hondaインターナビ
フローティングカー統計データ

◆国道126号の渋滞損失時間（一期～三期区間）

凡例
（千人・時間/年）

50以下

50～100

100～150

150以上
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フローティングカー統計データ

旭市役所 （H28.10ヒアリング）

匝瑳市

横芝光町
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国道126号は交通量が多いため、生活
道路を抜け道として利用している車両も
多く、騒音や事故の発生が懸念。
一期並行区間では、混雑の緩和を実感

残りの区間でも同様の効果に期待

整備なし：Ｈ２２道路交通センサス、
整備あり：交通量推計結果（2期整備後）
混雑度：交通量／Ｈ２２道路交通センサス

から算出した交通容量

1.36 

0.76 

0.00 
0.20 
0.40 
0.60 
0.80 
1.00 
1.20 
1.40 
1.60 

整備なし 整備あり

（混雑度）

20,828

11,600

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

整備なし 整備あり

（台／日） 交通量が
約4割減少

交通混雑
が緩和

◆二期区間整備前後の交通量・混雑度



◆匝瑳市・横芝光町の救急搬送の状況

（２）地域医療サービスの向上

４．整備効果

・ 横 芝 光 町 、 匝 瑳 市 で は 、 救 急 搬 送 に 3 0 分 以 上 か か る ケ ー ス が 9 割 以 上 。
・ 旭 中 央 病 院 （ 第 3 次 救 急 医 療 施 設 ） の 3 0  分 圏 域 の 人 口 が 約 5 万 人 増 加 。

1%

6%

30～60分

72%

60～120分

20%

1%

10～20分

20～30分

30～60分

60～120分

120分以上

◆銚子連絡道路の整備による効果

【参考】カーラーの救命曲線
⇒30分を経過すると死亡率が上昇

搬送に30分以上要する
ケースが9割以上

国道126号は2車線道路のため通り抜け
られないこともあるが、銚子連絡道路が
できれば、十分な幅員の代替路として、
早期搬送や安定搬送に期待。
出動が重なり救急車が不足する際、

早く消防署に戻り、体制を整えられる 。
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■銚子連絡道路未整備時
■銚子連絡道路全線整備時

出典：H17国勢調査、H17道路交通センサス

出典:平成26年度匝瑳市横芝光町
消防本部統計資料

図 H26年における匝瑳市・横芝光町から救急搬送先への所要時間

図 千葉県の救命救急センター（第三次医療施設）および救急機関センターの位置図

図 救急搬送の30分圏域の変化

出典:平成26年版消防防災年報

匝瑳市横芝光町消防本部 （H28.10ヒアリング）

ケースが9割以上

救急医療施設が少ない。



銚子

焼津

釧路

その他

北海道
茨城

鹿児島

千葉その他

４．整備効果

（３）物流の効率化
・ 市 場 ま で の 所 要 時 間 の 短 縮 、 市 街 地 を 回 避 す る こ と で 、 発 進 ・ 停 止 回 数 が

減 少 し 、 輸 送 時 の 荷 痛 み を 回 避 。
・ 新 鮮 な 農 水 産 物 の 安 定 供 給 が 可 能 と な り 、 物 流 が 効 率 化 。

出典:
産地水産物流通統計
H27,1～H27,12

■漁港別 水揚量

農業産出額
千葉県は

全国４位

水揚量
銚子漁港は

全国１位

■都道府県別 農業産出額 ■千葉県内 自治体別農業産出額

旭市

香取市

銚子市

山武市

成田市

その他

旭市は

県内１位
沿線地域は

県内でも
有数の

一大生産地

127 

134 

135 

179 

100 120 140 160 180 200

全線整備後

Ⅱ期まで整備

現在

（Ⅰ期まで整備）

整備前

（分）

ピーク時には、毎日10tトラック
150台を出荷。少しでも早く市場
へ出荷し、顧客へ届けることが
重要。
新鮮な農産物を早く確実に

安定的に出荷することで、産地
とのしての競争力が向上し、
東総地域のブランド力も向上。

八戸

境
松浦

石巻枕崎気仙沼

長崎

宮崎

熊本

愛知
青森

栃木新潟
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出典：
平成26年農業産出額
及び生産農業所得

JAちばみどり （H28.10ヒアリング）

成田市

南房総市

八街市

匝瑳市
市原市

富里市

出典：
市町村別農業
産出額（H18値）

一大生産地

整備前
現在（一期まで）
整備後（二期まで）
整備後（全線）

銚子港

ＪＡｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ銚子

大田市場

築地市場

■築地市場～銚子港の所要時間



◆九十九里・南房総沿岸部における津波被害時の道路啓開計画

銚子連絡道路

（４）地域の防災機能強化

４．整備効果

・ 銚 子 連 絡 道 路 、 国 道 1 2 6 号 は 、 千 葉 県 緊 急 輸 送 道 路 1 次 路 線 に 指 定 。
・ 国 道 1 2 6 号 は 、 津 波 被 害 時 の 道 路 啓 開 計 画 の 2 次 路 線 に 指 定 さ れ て お り 、

銚 子 連 絡 道 路 の 整 備 に よ り 、 災 害 発 生 時 の リ ダ ン ダ ン シ ー が 向 上 。

国道126号は緊急輸送道路１次
路線に指定され、銚子連絡道路の

国道126号

一期区間

10

整備により、リダンダンシーの向上
が期待。
東日本大震災の際、全国からボラ

ンティア等を受け入れたが、「アクセ
スしにくい」という課題があったが、
今後、銚子連絡道路が整備される
と、緊急出動だけでなく、 緊急支
援の受入にも効果が期待。

旭市役所、旭市消防本部
（H28.10ヒアリング）

出典：千葉県HP 九十九里・南房総沿岸部における津波被害時の道路啓開計画～千葉県版「くしの歯作戦」～

圏央道

一期区間



５．事業費の増額

項 目 増加費用

当初（H19事業化時）
44.1億円

今回変更（H28再評価）
100.6億円

（56.5億円増額）

【全体事業費】
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①道路構造の変更による用地補償費、工事費の増加 55.3億円

②跨線橋の架設工法の変更による工事費の増加 1.2億円

合 計 56.5億円



５．事業費の増額

不 足 土 約１０万m３

盛土総量 ： 約38.7万m３ ⇒ 約59.4万m３地域高規格道路としての機能（サービス速度
概ね60km/h）を確保しつつ、横断する農耕車
の安全な通行の確保や住環境を保全するた
め、高盛土構造に変更。
横断ボックスの位置や盛土高等が決まり、
構造等が概ね固まったことから、今回、事業費
を増額。

【道路構造の変更】

用地面積（ 12.4万㎡⇒ 21.5万㎡）

盛土工

横断ボックス ： 0箇所 ⇒ 12箇所
橋梁・高架橋 ： 2箇所 ⇒ 4箇所

構造物

購入土の数量： 約 2.6万m３ ⇒ 約59.2万m３

（１）道路構造の変更による増額 ： ５５．３億円

12

用地面積（ 12.4万㎡⇒ 21.5万㎡）

当初 変更

主要交差点立体化＆沿道アクセス集約
高盛土構造

（アクセスコントロール）
3.5 3.5

1.25

9.5

1.25

3.5 3.5

1.25

9.5

1.25

【考え方】
・交通量の多い県道等とは立体交差
・交通量の少ない市道等は本線のサービス速度を

確保しつつ、集約して平面交差
⇒農耕車の通行や往来に懸念する声

【考え方】
・交通量の多い県道等とは立体交差
・市道等に横断ボックスを設置し立体交差
⇒農耕車の安全な通行の確保や地域分断の解消



５．事業費の増額

側面図

・当初、現道の国道上にトラッククレーン（500t）を据え付けて上部工の架設を計画。
橋梁詳細設計時に工程の精査や現場条件（地耐力）等を詳細に確認したところ、
国道の通行止め可能時間内での施工が困難なことが判明。
クレーンの据え付け位置を変更した結果、クローラクレーン（750t）が大型化し、工事費が増額。

側面図

（２）架設工法の変更による増額 ： １．２億円

500t吊り油圧式トラッククレーン
750t吊クローラクレーン

当初 変更

120t吊クローラクレーン
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平面図平面図

施工ヤード

施工ヤード



６．コスト縮減

当初

６．コスト縮減
（１）軟弱地盤対策の工法見直しによる縮減 ： １．０億円

変更

盛土補強工法（ジオテキスタイル工法）掘削置換工法

・当初、盛土の安定を図るため、掘削置換工法を選定していたが、盛土材（流用土）の不足により、
置換え土（良質土）の購入費が増加。工法の見直しを行い盛土補強工法に変更し、コスト縮減。

14

軟弱層を掘削し、良質土に置換え、盛土の安定確保等を図る

盛土材の不足により、置換え土の購入費が増加

盛土下部層に補強材
（ジオテキスタイル）を設置
盛土の安定確保等を図る。

概算工事費 約２．０億円 概算工事費 約１．０億円



■費用および便益算定の前提
基準年次 ：平成２８年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定 ■費用の算定

７．事業投資効果

（１）費用便益比の算定

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

平成２０年１１月
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

社
会
的
割
引
率

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）
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【事業全体】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１１１億円 １１億円 ０．８６億円 １２３億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１.４
８６億円 ３．９億円 ９０億円

７．事業投資効果

（２）費用便益比
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【残事業】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１１１億円 １１億円 ０．８６億円 １２３億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

２.０
５７億円 ３.９億円 ６１億円

基準年：平成28年度注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。（維持管理費を除く）
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



理 由

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『１.４』

○整備効果

８．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す

○整備効果

・ 交通の転換による交通の円滑化

・ 交通混雑緩和による安全性の向上

・ 救急医療機関への移動時間短縮・走行性向上による
地域医療サービスの向上

・ 移動時間の短縮や定時性の確保による物流の効率化
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